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加
納
留
美
子
著
『
蘇
軾
詩
論
―
―
反
復
さ
れ
る
經
驗
と
詩
語
』

―
―
詩
語
に
よ
る
自
問
自
答
の
果
て
に

原
田

愛

は
じ
め
に

中
國
の
長
い
歷
史
に
お
い
て
、
宋
代
は
文
學
・
哲
學
・
史
學
の
人
文
學
三

分
野
に
お
い
て
集
大
成
が
爲
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
主
に
印
刷
技
術
の
發
展
・

普
及
に
伴
い
、
そ
れ
ら
が
傳
播
す
る
形
態
・
範
圍
・
速
度
に
つ
い
て
も
社
會
的

・
經
濟
的
・
技
術
的
に
大
き
な
變
化
が
起
こ
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

文
學
の
「
詩
」
に
お
い
て
は
、
地
緣
や
黨
派
な
ど
樣
々
な
緣
故
に
よ
る
歸
屬
意

識
や
集
團
性
が
强
く
反
映
さ
れ
、
ま
た
一
方
で
、
哲
學
思
想
の
發
展
を
背
景
に

し
た
俯
瞰
的
な
内
容
と
風
格
が
特
徴
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
宋
八
大

家
の
古
文
復
興
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
文
章
」
に
お
い
て
も
度
々
變
革
が

起
こ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
個
人
の
詩
文
集
、
卽
ち
「
別
集
」
が

開
封
や
杭
州
、
福
建
な
ど
の
出
版
業
の
盛
ん
な
地
域
に
て
上
梓
さ
れ
、
國
内
だ

け
で
な
く
國
外
に
も
廣
く
傳
播
し
た
。
か
か
る
時
代
背
景
の
も
と
、
殊
に
蘇
軾

（
字
は
子
瞻
、
號
は
東
坡
居
士
）
の
別
集
は
生
前
か
ら
歿
後
に
お
い
て
も
盛
ん

に
出
版
さ
れ
、
衆
目
を
集
め
た
と
言
え
る
。

加
納
留
美
子
氏
の
『
蘇
軾
詩
論
―
―
反
復
さ
れ
る
經
驗
と
詩
語
』
は
、
そ

の
蘇
軾
が
生
涯
に
亘
っ
て
、
も
し
く
は
一
定
期
間
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
用
い

た
特
定
の
詩
語
や
構
成
等
に
着
目
し
、
そ
の
事
象
を
「
自
作
參
照
」
と
定
め
、

そ
の
文
學
的
特
徴
と
意
圖
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
書
の
槪
略

本
書
は
二
〇
二
二
年
十
月
に
研
文
出
版
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
、
お
よ
そ

三
五
〇
頁
に
も
及
ぶ
大
作
で
あ
り
、
そ
の
章
立
て
を
目
次
に
沿
っ
て
列
記
し
、

内
容
の
槪
略
を
述
べ
る
。

序
章

蘇
軾
詩
に
お
け
る
反
復
性
と
そ
の
檢
討

第
１
章

徐
州
時
代
の
蘇
軾
―
―
「
自
作
參
照
」
の
視
角
か
ら

第
２
章

「
人
衆
者
勝
天
、
天
定
亦
勝
人
」
―
―
詩
人
が
託
し
、
詠
っ

た
「
天
報
論
」

第
３
章

「
夜
雨
對
牀
」
―
―
蘇
軾
兄
弟
を
繫
い
だ
も
の
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第
４
章

梅
花
の
「
魂
」
―
―
詠
梅
詩
に
お
け
る
「
自
作
參
照
」

第
５
章

蘇
軾
羅
浮
山
詩
考
―
―
繰
り
返
さ
れ
た
「
作
法
」

第
６
章

海
南
時
代
の
詩
に
お
け
る
風
景
描
冩
―
―
詩
人
と
し
て
の
挑
戰

終
章

「
自
作
參
照
」
が
齎
し
た
も
の

本
書
に
お
い
て
加
納
氏
は
、
蘇
軾
の
官
僚
人
生
を
四
期
に
分
け
て
整
理
し
た
。

各
時
期
に
務
め
た
主
な
役
職
や
境
遇
を
添
え
て
説
明
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。修

行
期

歲
～

歲

故
鄕
の
眉
州
に
て
勉
學
に
は
げ
む

1

20

第
一
期

歲
～

歲

進
士
及
第
（

歲
）
→
鳳
翔
府
簽
判
・
杭
州
通

21

44

21

判
・
知
密
州
・
知
徐
州
・
知
湖
州

→

烏
臺
詩

案
に
よ
り
投
獄

第
二
期

歲
～

歲

黃
州
安
置
（
４
年
）
→
汝
州
安
置
（
２
年
）

45

49

第
三
期

歲
～

歲

元
祐
更
化

中
書
舎
人→
知
杭
州
・
知
潁
州
・

50

59

知
揚
州→

禮
部
尚
書
→
知
定
州

第
四
期

歲
～

歲

惠
州
安
置
（
２
年
）
→
海
南
島
の
昌
化
軍
安
置

60

66

(

４
年)→

常
州
に
移
り
半
年
ほ
ど
で
死
去

本
書
の
章
立
て
と
蘇
軾
の
經
歷
と
を
照
合
す
る
と
、
第
１
章
は
第
一
期
の

徐
州
時
代
の
作
品
を
中
心
に
論
じ
、
第
２
章
は
第
一
期
の
徐
州
時
代
か
ら
第
四

期
の
北
歸
の
作
品
を
對
象
に
論
じ
、
以
下
、
第
３
章
は
第
一
期
初
期
の
鳳
翔
府

の
時
期
か
ら
第
四
期
惠
州
時
代
直
前
ま
で
、
第
４
章
は
第
二
期
の
黃
州
時
代
と

第
四
期
の
惠
州
時
代
、
第
５
章
は
第
四
期
の
惠
州
時
代
、
第
６
章
は
第
四
期
の

海
南
島
時
代
の
作
品
を
論
じ
て
い
る
。
各
章
を
通
し
て
、
蘇
軾
が
生
涯
に
亘
っ

て
樣
々
な
表
現
・
形
式
に
よ
る
「
自
作
參
照
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
、
加
納

氏
が
考
察
し
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
各
章
に
出
て
き
た
大
凡
の
「
自

作
參
照
」
を
以
下
示
す
。

第
１
章

徐
州
：
「
夜
雨
對
牀
」
「
吾
生
如
寄
耳
」
「
人
衆
者
勝
天
、
天
定

亦
勝
人
（
天
報
論
）
」

第
２
章

徐
州
：
「
人
衆
者
勝
天
、
天
定
亦
勝
人
（
天
報
論
）
」

第
３
章

鳳
翔
～
元
祐
更
化
：
「
夜
雨
對
牀
」

第
４
章

黃
州
・
嶺
南
の
流
謫
：
「
梅
花
」

第
５
章

嶺
南
：
「
羅
浮
山
」

第
６
章

海
南
島
：
風
景
描
冩
―
「
花
」
「
缺
月
」
な
ど

第
１
章
・
第
２
章
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
主
に
人
生
や
哲
學
、
そ
し

て
、
政
治
に
お
け
る
思
想
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
第
３
章
は
蘇
轍
と
の
交
遊
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
晩
年
に
と
も
に
隱
居
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
言
葉
で
も

あ
る
。
ま
た
、
第
３
章
・
第
４
章
は
、
「
雨
」
と
「
梅
花
」
と
い
う
自
然
の
事

物
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
苦
境
を
乘
り
越
え
て
生
き
て
い
く
か
を
繰

り
返
し
示
し
て
い
る
。
第
５
章
・
第
６
章
は
、
蘇
軾
晩
年
の
嶺
南
・
海
南
島
時

代
の
創
作
と
處
世
を
論
じ
て
お
り
、
殊
に
第
６
章
の
海
南
時
代
が
例
外
的
に
「
自

作
參
照
」
が
ほ
と
ん
ど
爲
さ
れ
な
か
っ
た
特
殊
な
時
代
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
吾
生
如
寄
耳
」
は
山
本
和
義
氏
に
よ
る
有
名
な
論
攷
が

あ
り
、
蘇
軾
の
「
反
復
性
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
錢
鍾
書
氏
、
内
山
精
也
氏

（
一
）

等
に
よ
る
論
及
が
あ
り
、
か
か
る
優
れ
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
加
納
氏
も

（
二
）

そ
の
成
果
を
序
章
に
ま
と
め
、
か
つ
、
各
章
に
お
い
て
も
適
宜
言
及
し
て
い
る
。

本
書
は
、
か
か
る
先
達
の
優
れ
た
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
蘇
軾
の
「
自
作
參
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照
」
の
事
例
を
更
に
調
べ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
網
羅
的
か
つ
系
統
的
に

蘇
軾
「
自
作
參
照
」
の
樣
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
加
え
て
、
「
自
作
參
照
」
に

よ
っ
て
蘇
軾
の
處
世
觀
お
よ
び
思
想
、
そ
し
て
、
自
然
觀
を
、
昔
か
ら
行
わ
れ

た
蘇
軾
の
樣
々
な
文
學
研
究
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
考
察
し
て
い
る
。
卽
ち
、

加
納
氏
は
本
書
で
こ
れ
ま
で
蘇
軾
の
文
學
作
品
の
構
成
要
素
と
し
て
考
察
さ
れ

て
い
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蘇
軾
文
學
研
究
や
宋
代
文
學
研
究
を
有
機
的
に
繫
ぎ
、

か
つ
、
系
統
的
に
ま
と
め
て
深
化
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
、
反
復
す
る
自
問
自
答
の
集
團
化

で
は
、
蘇
軾
よ
り
以
前
に
「
自
作
參
照
」
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
詩
人

は
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
そ
の
問
題
に
對
す
る
言
及
が
少
な
か

っ
た
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。
實
際
、
杜
甫
や
白
居
易
な
ど
も
、
以
前
用
い
た
詩

（
三
）

語
を
繰
り
返
す
こ
と
、
過
去
の
自
作
を
想
起
し
て
ま
た
詩
を
創
作
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
中
唐
の
白
居
易
の
「
寄
殷
協
律
」
（
『
白
氏
文
集
』
卷

五
十
五
）
を
擧
げ
る
。

五
歲
優
遊
同
過
日

五
歲

優
遊
し
て

同
に
日
を
過
ご
す
も
、

一
朝
消
散
似
浮
雲

一
朝

消
散
し
て

浮
雲
に
似
た
り
。

琴
詩
酒
伴
皆
抛
我

琴
詩
酒
の
伴
は

皆
我
を
抛
ち
、

雪
月
花
時
最
憶
君

雪
月
花
の
時

最
も
君
を
憶
ふ
。

幾
度
聽
雞
歌
白
日

幾
度
か
雞
を
聽
き

白
日
を
歌
ひ
、

亦
曾
騎
馬
詠
紅
裙

亦
た
曾
て

馬
に
騎
し
て

紅
裙
を
詠
め
り
。

吳
娘
暮
雨
蕭
蕭
曲

吳
娘
の
暮
雨
蕭
蕭
の
曲
、

自
別
江
南
更
不
聞

江
南
に
別
れ
て
よ
り

更
に
聞
か
ず
。

こ
の
詩
は
大
和
二
年
（
八
二
七
）
、
友
人
の
殷
協
律
に
寄
せ
た
作
で
あ
る
。

ま
ず
、
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
か
ら
寶
曆
二
年
（
八
二
六
）
ま
で
杭
州
・
蘇
州

の
知
事
と
し
て
江
南
に
赴
任
し
、
そ
こ
で
殷
協
律
と
親
交
を
深
め
た
も
の
の
、

あ
る
日
ち
ぎ
れ
雲
の
よ
う
に
離
れ
離
れ
と
な
り
、
以
來
、
大
好
き
な
琴
・
詩
・

酒
も
樂
し
め
ず
、
冬
の
雪
の
と
き
、
秋
の
月
の
頃
、
春
の
花
の
盛
り
に
も
殷
協

律
が
思
い
出
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
白
居
易
は
そ
の
思
い
出
の
日
々

の
中
で
詠
ん
だ
自
ら
の
詩
詞
を
示
す
。
５
句
目
は
「
醉
歌

示
妓
人
商
玲
瓏
」

（
『
白
氏
文
集
』
卷
十
二
）
、
６
句
目
は
「
代
賣
薪
女
贈
諸
妓
」
（
『
白
氏
文
集
』

卷
二
十
七
）
、
７
句
目
は
詞
の
「
長
相
思
」
と
い
う
自
作
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、

白
居
易
も
自
注
を
附
し
て
い
る
。
ま
た
、
實
は
３
句
目
の
「
琴
詩
酒
」
も
自
作

（
四
）

を
踏
ま
え
た
詩
語
で
、
以
後
も
何
度
か
詠
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
を
追
憶
し
つ
つ
、

（
五
）

江
南
を
離
れ
て
か
ら
は
一
度
も
聞
け
な
い
で
い
る
と
詠
ん
で
結
び
、
離
別
に
よ

る
哀
し
み
の
深
さ
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
先
行
の
作
と
蘇
軾
を
比
較
し
た
場
合
、
白
居
易
に
も
そ
の
傾
向
が

見
え
る
共
通
點
と
し
て
、
し
ば
し
ば
近
し
い
友
や
同
志
な
ど
に
示
し
て
い
る
こ

と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
蘇
軾
の
場
合
、
弟
の
蘇
轍
（
字
は
子
由
）
や
蘇
門
四
學

士
（
黃
庭
堅
・
秦
觀
・
晁
補
之
・
張
耒
）
な
ど
が
そ
の
對
象
と
な
る
こ
と
が
多

い
。
そ
し
て
、
明
確
な
相
違
點
は
、
加
納
氏
も
書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
繰
り
返
し
行
っ
た
「
反
復
性
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
反
復

性
」
は
、
蘇
軾
の
文
學
的
關
心
だ
け
で
な
く
精
神
性
を
强
く
反
映
し
て
お
り
、

そ
れ
を
繰
り
返
し
問
い
直
し
、
見
つ
め
直
す
こ
と
こ
そ
が
彼
の
文
學
的
特
徴
で

あ
り
、
眞
骨
頂
で
あ
る
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
と
て
も
興
味
深
く
思
っ
た
。

こ
こ
で
、
宋
代
文
學
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
集
團
へ
の
歸
屬
意
識
も
一
考
に
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價
す
る
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
反
復
す
る
「
自
作
參
照
」
は
、
人
生
の
岐
路
で

行
わ
れ
る
自
問
自
答
で
も
あ
り
、
そ
の
答
え
は
本
書
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

蘇
軾
の
心
情
や
狀
況
に
よ
り
變
容
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
「
自
作
參
照
」
を
歸
屬
す
る
集
團
に
示
す
こ
と
は
、
蘇
軾
の
處
世
觀
や
政
治

や
哲
學
の
思
想
、
自
然
觀
な
ど
の
變
遷
を
共
有
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ

に
共
感
し
た
り
繼
承
し
た
り
、
ま
た
、
時
に
批
判
し
た
り
反
發
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
蘇
軾
と
そ
の
同
志
た
ち
は
集
團
意
識
を
强
化
し
た
の
で
は
な
い
か
。

三
、
「
私
」
か
ら
「
公
」
へ
、

そ
し
て
、
「
後
世
」
へ
の
視
點

更
に
、
宋
代
の
「
公
」
と
「
私
」
の
問
題
、
そ
れ
に
關
連
す
る
「
出
版
」

の
問
題
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
蘇
軾
の
「
自
作
參
照
」
と
集
團
に
お
け
る

應
酬
は
、
「
私
」
の
要
素
が
强
い
も
の
で
あ
る
が
、
「
出
版
」
に
よ
っ
て
そ
れ

は
「
公
」
の
要
素
も
含
む
よ
う
に
な
っ
た
。
元
祐
六
、
七
年
（
一
〇
九
一
、
九

二
）
頃
に
蘇
軾
の
『
東
坡
集
』
四
十
卷
が
編
纂
さ
れ
、
今
に
傳
わ
っ
て
い
る
が
、

こ
の
『
東
坡
集
』
よ
り
前
に
も
、
『
錢
塘
集
﹄
﹃
超
然
集
﹄
﹃
黃
樓
集
﹄
『
眉

山
集
』
な
ど
の
別
集
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
現
存
し
な
い
も
の
の
、

當
時
、
國
内
外
に
傳
播
し
て
い
た
。

（
六
）

そ
し
て
、
蘇
軾
の
別
集
が
廣
く
傳
わ
る
と
同
時
に
、
「
烏
臺
詩
案
」
の
よ
う

な
弊
害
と
も
言
う
べ
き
歷
史
事
象
が
起
こ
っ
た
が
、
蘇
軾
は
そ
こ
で
も
「
自
作

參
照
」
に
よ
る
自
問
自
答
を
行
い
、
い
か
に
そ
の
苦
境
を
受
け
と
め
て
身
を
處

す
べ
き
か
を
詩
に
詠
み
、
そ
れ
を
蘇
轍
に
示
し
た
。
本
書
第
３
章
で
詳
し
く
考

察
さ
れ
た
、
「
夜
雨
對
牀
」
詩
の
一
つ
に
、
次
の
作
品
が
あ
る
。

（
七
）

聖
主
如
天
萬
物
春

聖
主

天
の
如
く

萬
物
春
な
る
に
、

小
臣
愚
暗
自
亡
身

小
臣

愚
暗
に
し
て

自
ら
身
を

亡

す
。

ほ
ろ
ぼ

百
年
未
滿
先
償
債

百
年

未
だ
滿
た
ず
し
て

先
づ
債
を
償
ひ
、

十
口
無
歸
更
累
人

十
口

歸
す
る
無
く
し
て

更
に
人
を

累

は
す
。

わ
ず
ら

是
處
青
山
可
埋
骨

是
る
處
の
青
山

骨
を
埋
む
べ
し
、

い
た

他
年
夜
雨
獨
傷
神

他
年
の
夜
雨

獨
り
神
を
傷
ま
し
む
。

與
君
世
世
爲
兄
弟

君
と
世
世
兄
弟
と
爲
り
、

又
結
來
生
未
了
因

又
た
來
生

未
了
の
因
を
結
ば
ん
。

元
豐
二
年
（
一
〇
七
九
）
、
知
湖
州
で
あ
っ
た
蘇
軾
が
、
朝
廷
誹
謗
の
罪
に

よ
り
、
七
月
二
十
八
日
捕
縛
さ
れ
、
八
月
十
八
日
に
御
史
臺
に
投
獄
さ
れ
た
。

こ
の
筆
禍
事
件
が
「
烏
臺
詩
案
」
で
あ
り
、
そ
の
拘
束
は
十
二
月
ま
で
続
い
た
。

そ
の
間
、
蘇
轍
は
南
京
留
守
簽
判
と
し
て
南
京
應
天
府
に
お
り
、
蘇
軾
の
家
族

を
保
護
し
て
い
た
が
、
死
を
覺
悟
し
た
蘇
軾
は
、
獄
中
か
ら
蘇
轍
に
寄
せ
た
の

で
あ
る
。
卽
ち
、
「
天
」
の
如
き
聖
君
に
よ
っ
て
「
萬
物
」
が
「
春
」
の
頃
の

よ
う
に
惠
み
を
受
け
て
い
る
中
、
自
ら
の
言
行
に
よ
っ
て
身
を
滅
ぼ
し
た
現
狀

を
述
べ
た
。
そ
れ
故
に
、
自
分
は
壽
命
よ
り
早
く
獄
死
す
る
た
め
に
、
先
立
た

れ
た
家
族
を
蘇
轍
に
委
ね
ざ
る
を
得
ず
、
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

と
詫
び
た
。
そ
れ
で
も
自
業
自
得
の
自
分
は
ど
こ
で
骨
を
埋
め
る
こ
と
に
な
っ

て
も
良
い
と
す
る
が
、
殘
さ
れ
た
蘇
轍
が
た
っ
た
一
人
で
「
夜
雨
」
の
音
を
聽

い
て
心
を
傷
め
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
。
こ
れ
は
彼
ら
が
「
自
作
參
照
」

し
た
「
夜
雨
對
牀
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
二
年
前
に
蘇
轍
が
「
逍

遙
堂
會
宿
二
首
」
其
二
に
お
い
て
、
離
別
し
た
後
に
孤
獨
に
雨
を
聽
く
蘇
軾
を

思
い
遣
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
内
容
で
も
あ
る
。
ま
た
、
「
未
了
の
因
」
と
は

（
八
）
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「
夜
雨
對
牀
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
果
た
さ
れ
る
の
は
來
世
で
兄
弟
と
な
っ
た
と

き
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
蘇
軾
は
「
夜
雨
對
牀
」
の
約
束
を
一
人
で
偲

ぶ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
未
來
の
蘇
轍
の
孤
獨
を
、
詩
を
寄
せ
る
こ
と
で
慰
め
、

來
世
で
再
び
兄
弟
に
な
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
詩
も
ま
た
、
『
東
坡
集
』
に
收
錄
さ
れ
て
流
傳
し
、
後
世
の
詩
人
に
も

大
き
な
影
響
を
與
え
た
。
蘇
軾
以
前
の
詩
人
に
は
見
ら
れ
な
い
、
蘇
軾
の
「
自

作
參
照
」
の
「
反
復
性
」
の
背
景
に
は
、
集
團
意
識
の
み
な
ら
ず
、
か
か
る
「
私
」

的
な
營
み
か
ら
出
版
に
よ
っ
て
「
公
」
に
傳
播
す
る
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

ま
た
、
こ
の
蘇
軾
詩
は
日
本
に
も
傳
わ
っ
た
が
、
殊
に
江
戸
時
代
末
期
で

は
「
夜
雨
對
牀
」
で
は
な
く
、
そ
の
前
の
「
是
る
處
の
青
山

骨
を
埋
む
べ
し
」

に
感
銘
を
受
け
る
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
保
十
四
年
（
一

八
四
三
）
、
尊
王
攘
夷
派
の
海
防
僧
と
し
て
名
高
い
釋
月
性
が
大
阪
に
遊
學
す

る
た
め
に
鄕
里
を
發
っ
た
際
、
「
將
東
遊
題
壁
二
首
」
其
一
（
『
清
狂
遺
稿
』

卷
上
）
に
お
い
て
、

男
兒
立
志
出
鄕
關

男
兒

志
を
立
て

鄕
關
を
出
で
、

學
若
無
成
不
復
還

學
の
若
し
成
る
無
く
ん
ば

復
た
還
ら
ず
。

埋
骨
何
期
墳
墓
地

骨
を
埋
む
る
に

何
ぞ
墳
墓
の
地
を
期
せ
ん
、

人
間
到
處
有
青
山

人
間

到
る
處
に
青
山
有
り
。

と
詠
ん
だ
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
更
に
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
を
生
き
た
陽
明

學
者
で
、
備
中
聖
人
と
稱
さ
れ
た
山
田
方
谷
も
「
京
師
寓
中
作
」
（
『
方
谷
遺

稿
』
卷
下
）
と
題
す
る
詩
に
て
、

七
九
殘
齡
尚
壯
懷

七
九
の
殘
齡

尚
ほ
壯
懷
、

觀
光
半
月
洛
川
涯

觀
光
す
る
こ
と
半
月

洛
川
の
涯
。

被
肩
白
髪
三
千
丈

肩
を
被
ふ
白
髪

三
千
丈
、

衝
面
紅
塵
十
二
街

面
を
衝
く
紅
塵

十
二
街
。

混
一
華
夷
看
世
變

華
夷
を
混
一
し
て

世
變
を
看
、

憲
章
文
武
與
時
乖

文
武
を
憲
章
と
す
る
も

時
と
乖
く
。

仰
天
大
笑
西
歸
去

天
を
仰
ぎ
大
笑
し
て

西
に
歸
去
せ
ん
、

何
處
青
山
骨
不
埋

何
處
の
青
山
か

骨
埋
め
ざ
ら
ん
。

と
詠
ん
だ
。
こ
れ
は
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
夏
、
方
谷
が
六
十
三
歲
の
と

き
に
京
都
に
て
詠
ん
だ
作
で
、
同
年
十
月
十
四
日
に
大
政
奉
還
が
行
わ
れ
た
。

宋
代
の
出
版
の
發
展
は
、
後
世
の
詩
人
へ
の
流
傳
と
繼
承
を
意
識
す
る
こ
と

を
强
く
促
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
自
ら
の
詩
詞
の
語
句
が
同
時
代
の
同
志
の
み

な
ら
ず
、
後
世
の
詩
人
も
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
蘇
軾
も
想
定
し
た
で
あ
ろ

う
。
こ
の
「
自
作
參
照
」
が
、
後
世
の
詩
人
の
詩
に
典
據
と
し
て
詠
ま
れ
た
と

（
九
）

き
に
い
か
に
昇
華
さ
れ
た
か
は
新
た
な
問
題
で
あ
り
、
時
に
蘇
軾
が
反
復
し
な

か
っ
た
語
句
が
後
世
の
人
々
の
琴
線
に
觸
れ
、
典
據
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い

う
の
も
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

た
だ
、
上
記
に
提
起
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
先
行
研
究
の
成

果
が
既
存
す
る
と
し
て
、
本
書
で
は
あ
ま
り
論
及
し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
、
本
書
の
趣
旨
が
散
漫
に
な
る
の
を
避
け
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
し
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か
し
、
加
納
氏
が
本
書
で
蘇
軾
の
「
自
作
參
照
」
と
い
う
視
點
を
見
出
し
、
そ

の
手
段
や
波
及
効
果
な
ど
あ
ら
ゆ
る
視
角
か
ら
系
統
的
に
詳
し
く
解
明
し
た
か

ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
文
學
史
上
の
諸
問
題
と
「
自
作
參
照
」
を
ど
の
よ
う
に
關

連
づ
け
る
の
か
、
是
非
と
も
知
り
た
く
思
っ
た
。
そ
れ
は
本
書
が
蘇
軾
文
學
研

究
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
宋
代
の
文
學
お
よ
び
そ
の
諸
問
題
へ
の
示
唆
を
與

え
て
く
れ
る
大
著
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
既
に
多
く
の
宋
代
文
學
研
究
者
の

注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
よ
り
一
層
の
反
響
を
得
て
、
こ
れ
か
ら
も
發
展
し
て

い
く
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

《
注
》

（
一
）
山
本
和
義
『
蘇
軾
』
（
筑
摩
書
房
、
中
國
詩
文
選

、
一
九
七
三
年
）
解
説
、
後

19

に
山
本
和
義
『
詩
人
と
造
物

蘇
軾
論
考
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
に
收
載
。

（
二
）
錢
鍾
書
選
注
『
宋
詩
選
注
』
（
中
國
古
典
文
學
讀
本
叢
書
、
人
民
文
學
出
版
社
、

一
九
八
五
年
）
、
内
山
精
也
『
蘇
軾
詩
研
究
―
―
宋
代
士
大
夫
詩
人
の
構
造
―
―
』

（
研
文
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
等
。

（
三
）
本
書
三
二
頁
の
注
（

）
に
言
及
が
見
え
る
。

18

（
四
）
白
居
易
の
自
注
と
し
て
、
「
予
在
杭
州
日
、
有
歌
云
『
聽
唱
黃
雞
與
白
日
。
』
又

有
詩
云
『
著
紅
騎
馬
是
何
人
。
』
江
南
吳
二
娘
曲
詞
云
『
暮
雨
蕭
蕭
郎
不
歸
。
』
」
と

あ
る
。
ま
た
、
題
自
注
に
も
「
多
敍
江
南
舊
遊
」
と
あ
る
。
白
居
易
「
長
相
思
」

は
黃
昇
『
花
菴
詞
選
』
卷
一
に
收
載
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）
「
琴
詩
酒
」
を
三
人
の
友
と
し
て
詠
む
詩
と
し
て
は
、
大
和
八
年
（
八
三
四
）
に

詠
ま
れ
た
「
北
窗
三
友
」（
『
白
氏
文
集
』
卷
六
十
二
）
が
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、「
吾

土
」
（
『
白
氏
文
集
』
卷
五
十
八
）
に
「
水
竹
花
前
謀
活
計
、
琴
詩
酒
裏
到
家
鄕
」

と
あ
り
、
ま
た
、
「
詩
酒
琴
人
、
例
多
薄
命
。
予
酷
好
三
事
、
雅
當
此
科
。
而
所
得

已
多
、
爲
幸
斯
甚
。
偶
成
狂
詠
、
聊
寫
愧
懷
」（
『
白
氏
文
集
』
卷
六
十
五
）
に
も
、

「
愛
琴
愛
酒
愛
詩
客
、
多
賤
多
窮
多
苦
辛
」
と
あ
る
。

（
六
）『
錢
塘
集
』
は
杭
州
の
書
肆
に
よ
る
出
版
と
思
わ
れ
る
が
、
廣
く
讀
ま
れ
て
い
た
。

烏
臺
詩
案
の
際
、
御
史
臺
が
蘇
軾
の
罪
の
證
據
物
件
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
隣
國
の
遼
に
『
眉
山
集
』
が
傳
わ
っ
た
こ
と
を
、
蘇
轍
が
言
明
し
て
い
る
（
蘇

轍
「
北
使
還
論
北
邊
事
劄
子
五
道
一
論
北
朝
所
見
於
朝
廷
不
便
事
」
『
欒
城
集
』
卷

四
十
二
）
。
拙
稿
「
蘇
集
源
流
考
」
（
『
中
國
文
學
論
集
』
第

集
、
九
州
大
學
中
國

42

文
學
會
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
七
）
蘇
軾
「
予
以
事
繫
御
史
臺
獄
、
獄
吏
稍
見
侵
。
自
度
不
能
堪
、
死
獄
中
、
不
得

一
別
子
由
。
故
作
二
詩
、
授
獄
卒
梁
成
、
以
遺
子
由
二
首
」
其
一
（
『
蘇
軾
詩
集
』

卷
十
九
）
。

（
八
）
蘇
轍
「
逍
遙
堂
會
宿
二
首
幷
敍
」
（
『
欒
城
集
』
卷
七
）
の
詩
を
以
下
に
示
す
。

逍
遙
堂
後
千
尋
木

逍
遙
堂
後

千
尋
の
木
、

長
送
中
宵
風
雨
聲

長
く
中
宵

風
雨
の
聲
を
送
る
。

誤
喜
對
床
尋
舊
約

誤
り
て
對
床
を
喜
び

舊
約
を
尋
ぬ
る
も
、

不
知
漂
泊
在
彭
城

漂
泊
し
て
彭
城
の
在
る
や
を
知
ら
ず
。

秋
來
東
閣
涼
如
水

秋
東
に
來
た
れ
ば
閣
の
涼
し
き
は
水
の
如
く
、

客
去
山
公
醉
似
泥

客
山
を
去
り
て
公
の
醉
ふ
こ
と
泥
に
似
た
り
。

困
臥
北
窗
呼
不
起

北
窗
に
困
臥
し
て
呼
ぶ
も
起
き
ず
、

風
吹
松
竹
雨
淒
淒

風
は
松
竹
に
吹
き
て
雨
は
淒
淒
た
り
。

（
九
）
例
え
ば
、
蘇
軾
は
晩
年
の
「
和
陶
詩
」
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
蘇
轍
や
蘇
門
の

門
人
た
ち
に
と
も
に
和
す
る
こ
と
を
求
め
、
ま
た
、
蘇
轍
へ
の
書
簡
に
「
吾
前
後

和
其
詩
凡
百
數
十
篇
、
至
其
得
意
、
自
謂
不
甚
愧
淵
明
。
今
將
集
而
幷
錄
之
、
以

遺
後
之
君
子
。
子
爲
我
志
之
」
と
述
べ
た
と
い
う
（
蘇
轍
「
子
瞻
和
陶
淵
明
詩
集

引
」
『
欒
城
後
集
』
卷
二
十
一
）
。
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